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第26回 中部地区一般検査研修会



フロネシス
「phronesis:賢慮｣とは？

一般的に「個別具体的な最善の振舞い方を

見出す能力」と定義されている. 

様々な状況において, 価値・倫理についての

思慮分別を持ち最善の判断と行動ができる

実践的知恵のこと.

現在の医療が扱う疾患は生活習慣病が中心であり, そのゴールは治癒ではなく, 

QOLの向上などプロセス重視となっています. さらに, 医療を取り巻く環境変化

も著しく, 斉一化・順序化された運用では最善な医療行為を提供することが困難

となっています. 特に, 臨床検査における形態検査は標準化・マニュゕル化が困

難で, 正確な検査結果の解釈や伝達のためには, 経験知やコミュニケーション能

力が重要となります. 最近ではチーム医療・個別化医療などが注目を集め, これ

らに伴い業務も多様化しています. 従って, 個別具体的な状況の中で, 自らの意

思で正しく適応し最善の振舞いを実践する能力（フロネシス）が重要と考えら

れます. 本研修会の目的は, 多様で動的な医療活動の実践に必要な能力の向上を

組織的にサポートすることです. 

第26回中部地区一般検査研修会 実行委員一同

本研修会の目的

本研修会における情報交換会の趣旨

●専門的知識は部分的には教科書から得るが, これらの知識は五感を通じた訓練を伴わなければ役に立たない （M.Polanyi）.

創造開発研究所（現代人の発想パターン調査）のゕンケート調査によると, ゕイデゕやヒントを得るための情報は①夜

間, ②職場を離れた場所で, ③外部の同世代の人から得ている事が圧倒的に多いことが判っています. 本研修会では、学習

効果を高めるために, 情報交換会などの“場(Ba)”を提供することで, コミュニケーション支援を行い, 研修会全体の学習効

果を高めていきたいと考えています. 

第一日目 3月20日（土） 三重大学医学部 先端医科学教育研究棟 2階 講義室

11：00- 受付開始

11：15-11:30 開講式

●講義

講
義

11：30-12：30 教育
講演

「慢性腎臓病（CKD） - その攻め方、守り方 - 」

三重大学医学部附属病院 腎臓内科 の村 信介

12：35-13：25 昼食 ランチョンセミナー （未定）

13：30-14：20 Skill Up 

Seminar

「尿細管上皮細胞の形態 -組織・円柱内の尿細管上皮から培養由来の尿細管上皮の形態まで-」

東京大学医学部附属病院 検査部 宿谷賢一

14：30-15：20 Skill Up 

Seminar

「これから注目される腎・泌尿器疾患関連バイオマーカーと臨床検査のかかわり」
金沢赤十字病院 検査部 油野友二

15：30-16：20 Innovation 

Seminar

「再生医療への臨床検査技師の貢献」

大阪大谷大学薬学部 薬物治療学講座 竹橋正則

宿
泊

16：20‐ 宿泊施設へ移動・チェックイン （無料バス送迎あり）

19：00- 情報交換会・宿泊 於：榊原温泉（白雲荘）

三重県津市の奥座敷・榊原温泉は平安
時代には「ななくりの湯」と呼ばれ、「神湯」
と崇められた名泉です。
清少納言が枕草子の中で「湯はななくり
の湯・有馬の湯・玉造の湯」と称えた

日本３名泉・美人の湯のひとつです。

＊「の」の字は、「堅」の「臣」という部分を、「田」に置き換えたもの。

第26回 中部地区一般検査研修会 概要 ＊本研修会は認定一般検査技師 認定資格更新 指定講習会となります。

■ 講義会場 三重大学医学部 先端医科学教育研究棟 2階 講義室

■ 実習会場 三重大学医学部 先端医科学教育研究棟 3階 実習室（定員 100名様）

■ 情報交換会・宿泊 榊原温泉 白雲荘
主催：中部地区臨床衛生検査技師会 担当：三重県臨床検査技師会一般検査研究班

実際に仕事で役立つゕイデゕや
ヒントはどこで得られるのか？



第二日目 3月21日（日） 三重大学医学部 先端医科学教育研究棟 2階 講義室

講義

9：20-10：10 EBLM* 

Seminar

「一般検査に必要な医療統計学入門」
大阪大学医学部附属病院医療技術部 検査部門 山西八郎

10：20-11：20 教育
講演

「専門医が語る予防・診断・治療の実際 ～泌尿器科編～」

三重大学大学院医学系研究科 腎泌尿器外科学分野 木瀬英明

●実技講習会 三重大学医学部先端医科学教育研究棟３階実習室

実技
講習

11：30-12：30 実技
講習1

●尿沈渣ユニット ●基本操作ユニット

「鏡検実習」 「標本作成・髄液・体腔液など」

12：35-13：25 昼食 ランチョンセミナー

1. （未定）

2. 「尿沈渣検査の基礎と臨床的意義」
名古屋第二赤十字病院医療技術部 検体検査課安土 みゆき

13：30-15：00 実技
講習2

●尿沈渣ユニット ●基本操作ユニット

「鏡検実習」 「標本作成・髄液・体腔液など」

15：00-15：30
実践
講習

症例検討会 尿沈渣像とその他臨床検査値から臨床像を推定するトレーニング

15：30-15：45 閉講式

山西八郎（やまにしはちろう）
大阪大学医学部附属病院医療技術部検査部門
主任臨床検査技師（保健学博士）

油野友二（ゆのともじ）
金沢赤十字病院検査部
技師長（保健学修士）
金沢大学大学院医学系研究科臨床准教授

竹橋正則（たけはしまさのり）
大阪大谷大学薬学部薬物治療学講座
講師（医学博士）

宿谷賢一（しゅくやけんいち）
東京大学医学部附属病院検査部
副臨床検査技師長（保健学修士）
東京医科歯科大学医学部保健衛生学科臨床准教授

の村信介（のむらしんすけ）
三重大学医学部附属病院腎臓内科・血液浄化療法部
部長（准教授）

木瀬英明（きせひであき）
三重大学大学院医学系研究科腎泌尿器外科学分野
講師（医学博士）

No Image

No Image

三重大学
下仮屋雄二
元三重県班長

松阪医師会
長谷部友香
三重県班長

松阪医師会
高山清香
三重県副班長

遠山病院
平塚美子
元三重県班長

三重大学
丸山篤芳
前三重県班長

●主な実技講習講師、実行委員、実務委員

● 講演講師

東京大学
宿谷賢一

金沢医科大学
田中佳
石川県班長

大阪大学
山西八郎

厚生連遠州病院
鈴木泰秀
静岡県班長

金沢赤十字病院
油野友二

市立伊勢総合病院
西仁美
三重県実務委員

名張市立病院
見山裕紀
三重県副班長

厚生連高岡病院
竹田由加里
富山県班長

澤田病院
兼子徹
岐阜県班長

名古屋第二赤十字病院
安土みゆき
愛知県班長

安土みゆき（あづち みゆき）
名古屋第二赤十字病院医療技術部検体検査課
一般検査係長

（敬称略・順不同。2009年10月現在。）

三重大学
中川泰久
実務委員

三重大学
楠木啓史
実務委員

＊そのほか, 充実した講師陣・スタッフで研修会をサポートします。

研修会スタッフの紹介

＊EBLM: Evidence-based Laboratory Medicine
＊実技講習1,2の内容は同じです（受講者の方には改めて実習の詳細説明をいたします）。
＊ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは予告なく変更する場合がありますので予め御了承下さい。



徒歩の場合
近鉄名古屋線 江戸橋駅下車 徒歩10分

バスの場合

三重交通バス 大学病院バス停下車 すぐ
三重交通バス 大学病院前バス停下車 徒歩3分

※大学病院方面のバスは、津駅東口 4番バス停より発車します。

【参加費】14,000円：講義〒実技講習
25,000円：講義〒実技講習+情報交換会+宿泊

（情報交換会・宿泊希望者はプラス11,000円）

＊講義のみの参加希望の方は事務局まで御相談下さい。

＊学生参加（若干名）：参加費無料。宿泊費は各自負担。但し、研修レポートを提出して頂きます。

【申し込み方法】
1. 原則、以下の項目を記載のうえ、メールで参加申し込みをして下さい。

①氏名（ふりがな）、②性別、③年齢、④所属施設、⑤連絡先住所、⑥電話番号、

⑦電子メールゕドレス（携帯不可）、⑧日臨技会員番号、⑨一般検査経験年数、

⑩情報交換会・宿泊希望の有無、⑪興味のある項目や課題などを記入して下さい。

＊学生の場合は学生証のコピーをフゔイル添付して下さい。

2. 受け付け完了後、受付証の返信と共に参加費の振込先を連絡致します。

3. 参加費を指定の口座に振り込んで下さい。

【締め切り】 2010年 1月18日（月）
＊原則、先着順としますが、申し込み多数の場合は施設単位での調整をお願いする場合があります。

【申し込み先】
第26回中部地区一般検査研修会 事務局

e-mail： ippankensa_mie@yahoo.co.jp 
＊メール以外のお申し込みは下記まで。

〒515-0073 三重県松阪市殿町1550

松阪地区医師会臨床検査センター 長谷部 友香 宛
TEL：0598-23-7535, FAX：0598-23-5940

受講案内

交通アクセス


